
気仙沼市震災遺構（旧気仙沼向洋⾼校）保存整備に係る調査 
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■防災・減災教育プログラムの展開イメージ  

<旧気仙沼向洋⾼校>における防災・減災教育の流れ（案） 

体感する 
「震災とはいかなるものか」
震災遺構の姿を通して体感す
る。それを通して、「震災」を
知らない⼈々（世代）への関
⼼の喚起とともに、記憶の⾵
化を防ぐ。 

知る 
残される記憶・記録を通して
「3.11」の事実を知るととも
に、「次の震災」に向けて知る
べき知識を知る。 

 

考える 
それぞれの地域でどのような
災害が起こりやすいのか、「も
しものとき」のために事前に
何をすべきか、その時にどう
すべきかを考える。 

⾝につける 
気仙沼で知り、考えたことを、
各地域に持ち帰ってどのよう
に⾝につけるか、具体的なア
クションとして考える。 

 

 
修学旅⾏ 
（⼩･中･⾼） 

市内･ 
県内学校 

（⼩･中･⾼） 

 
観光客 

 
市⺠ 

展開場所 展開内容（案）

■解説版

■⾒学 
□［外観］   "3.11 という事実"を体感する
□［南校舎 3F］ 津波の威⼒を体感する 
□［南校舎 4F］ 津波の⾼さを体感する 
□［南校舎屋上］津波の威⼒を体感する 
＊検討：保存対象・公開対象の選定 
 ※⽯碑等は新校舎に移設を前提 

□［外観］  津波で失われた姿
□［南校舎 3F］ どこから⾞が運ばれてきたか
□［南校舎 4F］ 津波が 4F に到達した速さと

その時⽣徒たちはどうしたか
□［南校舎屋上］津波がどこから来て、どのよ

うに全てを持ち去ったか

■ガイド（解説） 
 

震災遺構 

□［外観］  震災前・被災時の姿(写真)
□［南校舎 3F］ 教室内⾞の解説 
□［南校舎 4F］ 浸⽔キャビネの解説 

キャビネ浸⽔時の学校の様⼦
□［南校舎屋上］津波がどこから、どれくらい

の速さで来て引いたか

□［南校舎 4F］ 「もしも」は起こるというこ
と、その時にどう⾏動するか 

□［南校舎屋上］各地の地理的条件ごとに起こ
りうる災害、その時の防災・
減災に取り組んでいるか 

■ガイド（問題提起） 

■⾒学 
 
□［北校舎］ 既存校舎再利⽤のため体感装置

は設置できない 
□［新施設］ 施設規模上、体感装置の設置は

難しい 
＊検討：展⽰における「体感」の位置づけ 

□［共通］気仙沼市航空写真に基づく被災状況、
復興状況等に関する説明 

□［共通］"3.11”の規模等全貌情報の説明 
□［共通］気仙沼と津波の歴史、災害の仕組み
□［共通］ “海と⽣きる”気仙沼の復興の説明 
□［北］ "3.11”の気仙沼市記録写真等に関す

る被災時の説明 
□［新］ 保管漂着物の公開展⽰に基づく、被

災した⼈々それぞれの物語の説明 

■展⽰・ガイド（解説） 
 

展⽰スペース 
＊北校舎 
＊新施設 

□［共通］"3.11"当⽇の⼈々の⾏動、命を救っ
た⾏動、やるべき⾏動の説明と、来
館者それぞれの防災の取り組み・意
識等に関する問題提起 

 

■展⽰・ガイド（問題提起） 

□［共通］"3.11 その⽇”､ "地震と津波"､ "助け
合うこと」”､"防災・減災”､等をテー
マとする「語り･講座」 

＊［北］ 複数会場でテーマ別の｢語り・講座｣
プログラムが展開可能 

＊［新］  1 団体⼀つのプログラムの展開 

■語り部・講座 
普及スペース 

＊北校舎 
＊新施設 

 

□［共通］ "災害へ備えるための知識"､"⾃助・共助としてできること”等、「防災・減
災」等をテーマとして、ゲーム式など楽しみながら知識を得ることがで
きるプログラム 

□［共通］ <旧気仙沼向洋⾼校>で得た知識、感じたことを⾃分なりにまとめる「⾃
分防災ハンドブック」等の作成（有料プログラムとしての展開） 

■ワークショップ（問題提起・体験）


